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残暑の候、益々御清祥のことと存 じます。

さて、本校および本学の障害児教育関係の教員は、障害のある人の生涯発達支援
のためのネッ トワーク作 りについて検討 し、平成 1 7年 3月 に生活支援の広域ネッ

トワーク作 りを目指 し、ネットフォーラムを立ち上げました。
このネ ットフォーラムは障害のある人を支援する関係者相互が生涯発達支援の視

点を持ちなが ら研修 し、情報交換をしていく場を目指 してお ります。今年度のネッ

トフォー ラムを下記の期 日に開催いたします。教育 ・福祉 ・医療 ・労働等、さまざ

まな分野か ら多数の方のご参加をお待ちしてお ります。

平成 1 7年

ハ

11月 19日 (土 )13:30～ 16:30

成美教育文化会館 ・東久留米市教育セ ンタ ー

( 東京都東久留米市東本町 8 - 1 4 )

記

期 日



内 容

知 的障害 のある方 々の支援 に関 して、今 回はコミュニ ケー シ ョンをひ とつ

の切 り日として、 ライ フステー ジ各期 の課題 について、多方面か ら話題 を提

供 して いただ き考 えて いきた い と思 います。

当 日の全体会では、 「附属養護学校で の個別教育計画 1 0 年の取 り組 みか ら

見 えて きた もの と実践事例」 と して、① 就学準備期 か ら青年成人期 のそれぞ

れ の ライ フステー ジにお けるコ ミュニケー シ ョン支援 に関わ る近年 のエー ズ
の概 要、② 3 つ の事例 ( 「学童保育 の場面での仲 間 との遊び に関す る事例」「思

春期 を迎 えた男子 の異性へ の接 し方 に関す る事例」 「職場で必要な コ ミュニ

ケー シ ョンに関す る事例 J ) に お ける取 り組 み を紹介 させ て頂 き、そ こか ら

導 き出 され る課題 を論点 として 、 2 つ の フォー ラム に分かれて の情報提供お

よび情報交換会へ と繋 げた い と計画 して います。
2 つ の フォー ラムは、第 1 フ ォー ラムで就学準備期か ら学齢 児童期 までの

ライ フステー ジにある人たちの支援 につ いて、第 2 フ ォー ラムで学齢思春期か

ら青年成人期のライ フステー ジにある人たちの支援 につ いて考 えて いきた い と

設定 いた しま した。

そ して、それぞれ の フォー ラムで は、本学教員 の専門的な立場か らの情報

提 供 と、 いろいろな立場 の皆 さま との情報交換 をさせて いただき、ひ とつひ

とつ の支援 を繋 げる場 とな る ことを 目指 して いきた い と考 えて います 。
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0  受 付  ( 成 美教育文化会館 1 階 玄関 ロビーにて)

0 【全体会】
趣 旨説明 伊 藤 友 彦 東 京学芸大学附属養護学校校長
話題提供 東 京学芸大学附属養護学校研究部

「個別教育計画 1 0 年の取 り組みか ら見えてきた ものと実践事例 」

0 0 【 2 つのフォーラムに分かれての情報提供および情報交換会】

「就学準備 ～学齢児童 の コミュニケー シ ョンの支援 」
≪情報提供お よび助言者 ≫

橋本 倉J一  東 京学芸大学教育実践研究支援センター

藤野  博   東 京 学 芸 大 学 特 別 支 援 科 学 講 座
≪ 司会 ≫

安永 啓司  東 京 学 芸大 学 附属 養 護 学校
2 フ ォー ラ

「学齢思春期～青年成人のコミュニケーションと対人関係の支援」
≪情報提供お よび助言者 ≫

菅野 敦   東 京学芸大学教育実践研究支援センター

加瀬  進   東 京学芸大学特別支援科学講座
≪司会 ≫

蓮香 美園  東 京 学 芸大 学 附属 養 護 学校
30 終 了
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参 カロ申 し込み

) 申 し込 み及 び 問 い合 わ せ 先

〒 2 0 3 - 0 0 0 4  東京 都 東 久 留 米 市 氷 川 台 1 - 6 - 1

東 京 学 芸 大 学 附 属 養 護 学 校  研 究 部
TEL 0424-71-5274
FAX  0424-71-5275
h t t p : / / n s  y o u g o . u―g a k u g e l . a c」p
E―mail kenkyu@yougO.u_gakugei.acjp

2 ) 申 し込み要領

申し込み書 (様剣 に必要事項を調 、の上、

FAXま たはEメ ールにてお申し込み下さい。

( 3 ) 申 し込 み締 め切 り 2 0 0 5 年 1 1 月 4 日 ( 金)

( 4 ) 参  加  費   無 料

( 5 ) 交 通案 内

成美 教育文化会館 は

√,こ
ちらです。
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生活支援ネットワーク

ネ ットフ ォーラム

参加 申 し込み

送 信 日 : 平 成  年   月   日   送 信枚 数 計   枚 ( この 頁 を言 む)

F A X 送信先  東 京学芸大学附属養護学校
〒2 0 3 - 0 0 0 4 東 京都東久留米市氷川台 1 - 6 - 1

FAX ① 424-71-5275

* コ ミュニケー シ ョンや対 人関係 に関わ る支援 で困 って いる こと、疑 問な
こと、話題 に した い こと等が ございま した らご記入 くだ さい。 いっ しょに

考 えて いき ま しょう。

1参加者 お名 前 |

第 1フ ォーラム     第 2フ ォーラム

ご所 属 |


